
発行／兵庫県播磨町議会

No.265

令和６年10月24日

７月臨時会
９月定例会

令和６年９月定例会
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西小運動会 ここをここを問問うう町政



９月定例会９月定例会
　令和６年９月定例会を９月３日から９月２０日まで１８日間開き、同意案件４件、条例の一部
改正２件、令和６年度補正予算７件、令和５年度各会計決算認定７件などを審議しました。
　また、５人の議員が質問を行い、町当局の考えをただしました。
　（議案審議の結果は８ページに記載）

　東部コミセン移転　東部コミセン移転
整備事業の予算化　整備事業の予算化　

東部コミセンの建設予定地

　令和８年に移転する東部コミュニティセン
ターのオープンを目指して、いよいよ整備事業
が進みます。
　整備事業費は、７億８８０１万円です。

　播磨幼稚園　播磨幼稚園
園庭拡張工事　園庭拡張工事　

一部埋め立てる上の池と播磨幼稚園

　園庭が狭小で駐車場も少なく離れていること
から、隣接する池の一部を埋め立てて園庭を拡
張し、駐車場普通車 15台分と車いす用の駐車
場1台分を整備します。

問�
　基本計画ができた段階で議会に説明があり、
審議議論してきた。しかし、今回の実施設計
では、なぜ何の説明も無く予算を計上してき
たのか。

問�
　郵便応募型条件付き一般競争入札だが、今
回の参加要件で町内業者の該当はなかったの
か。

答�
　構造を鉄骨から鉄筋コンクリートに変更し
たものの、その他は特に大きく変わっていな
い。入札公告後に、常任委員会を開催し、施
設の詳細な内容についても説明する予定であ
る。

答�
　今回、技術面や社会貢献で頑張っている町
内業者には加点し、入札参加資格の等級格付
けを行っているが、参加要件の対象にはなら
なかった。
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　　路線バスの路線バスの
維持対策補助を補正維持対策補助を補正　　

かこバスミニ発着の土山駅

　かこバスミニの運行距離の延伸、乗務員の人
件費・燃料価格高騰による運行経費上昇、停
留所設置に伴う初期費用が増えたことを受け、
１７５万円を増額補正します。

問�
　神姫バス路線は令和６年９月末に一部（加
古川駅～東加古川駅～土山駅南口）休止とな
り、かこバスミニに代わるが、神姫バスにお
ける当該路線の補助金は減額となるのか。

答�
　令和６年１０月１日より、かこバスミニの
平岡東南ルートが、運行を開始する。そのため、
神姫バスの当該路線への補助は終わる。

　　購入後18年経過した購入後18年経過した
ごみ収集車を更新ごみ収集車を更新　　

現行のごみ収集車

　６月２６日塵芥収集車購入の郵便応募型条件
付き一般競争入札により、１者が応札しました。
　落札額は１５９５万円（税込）で、納入期限
は令和８年３月３１日までです。

問�
　応札 1者ということだが、今回の入札条件
は全国が対象となる。本町に登録がある業者
数は。また、事前公表だった予定価格に近い
額で落札されているが、その要因は。

答�
　対象となる業者数は、県内 16者、県外 3
者で合計 19者が物品サービス車両で登録し
ている。予算段階から複数業者に参考見積を
取っていたが、１者のみの応札だったことが
落札額の高止まりに繋がった一つの要因であ
る。

７月臨時会７月臨時会  7 月 11日  7 月 11日
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　令和5年度決算については、決算特別委員会を設置して、9月
13・17・18日の 3日間で各会計の歳入歳出決算事項別明細書
などに基づき審査を行い、一般・特別会計の決算を認定しました。
　水道・下水道事業会計については、決算を認定し、利益の処分
を可決しました。（質疑は6~7ページに掲載）

　令和5年度の一般会計と特別会計の合計決算額は、歳入が前年度
より4.0%減の215億2823万円、歳出が3.8%減の194億3681万円
です。
　一般会計の歳入は前年度より7.6%減の130億7333万円となって
います。主な要因は、町税などは増加したが、電力・ガス・食料品
等価格高騰緊急支援給付金を実施した令和4年度と比べて国庫支出
金が減少したことや、西小学校大規模改造事業債が減少したことに
よるものです。
　一般会計の歳出は前年度より6.9%減の124億939万円となって
おり、主な要因は、新型コロナワクチン接種事業などの衛生費が減
少したためです。
　財政力指数（1に近いほど財源に余裕があるとされます）は前年
度より0.024ポイント減の0.813（過去3か年平均）です。
　経常収支比率（人件費や公債費など経常的な支出に対する、町税
などの経常的収入の割合を示し比率が高いほど財政の硬直化が進ん
でいます）は前年度より0.6ポイント増の93.9%です。
　令和5年度の一般会計の町債発行額は前年度より66.3%減の3億
2856万円で、令和5年度末残高は前年度より5.4%減少し110億
5441万円となっています。
　基金は、一般会計と特別会計で17基金を設けており、令和5年度
末残高は80億6137万円で前年度より1.1%増加しています。主な
ものは、財政調整基金の39億3168万円、公共施設整備基金の10億
8152万円、国民健康保険事業財政調整基金10億3718万円です。

決算審議（審査）の流れ

９月３日
本会議で審議開始
→提案説明・質疑
→決算特別委員会を設置

９月２０日
本会議で審議
→委員長報告
→会計ごとに討論・採決

９月１３日
　　１７日
　　１８日
決算特別委員会で審査開始
→所管課別 補足説明・質疑
→討論・採決

土山駅からまちを望む
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くらしと決算をただす

令和５年度

決算特別委員会



健全化判断比率は良好健全化判断比率は良好
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ギカイの視点
　監査委員の報告によると、財政運営を注意
深く見守っていく必要があるとされている。
今後の財政運営において、自主財源の確保は
重要な課題であると考えるが、自主財源の確
保について、本町の取組状況は。

監査委員の視点
　監査委員が行う監査、検査、審査その他の
行為は、播磨町の事務の管理や執行などにつ
いて、法令に適合し正確で、経済的、効率的
かつ効果的な実施を確保し、住民の福祉の増
進に資することが目的です。

　自主財源の確保への取組は、重要な課題であると認識している。
　第５次播磨町総合計画にも、「持続可能な行財政運営を進めるまちづくり」を掲げ、積極
的な自主財源の確保を行うことを基本目標の一つとしている。
　令和４年１０月に債権管理課を立ち上げ、町税をはじめ、公債権や私債権に関して、滞
納整理の強化に努め、成果が見え始めている。
　また、令和６年８月から、全国ふるさと納税ポータルサイトへ出品し、ふるさと納税の
推進を図っている。
　財政の健全化を判断する指標は、令和５年度決算においても健全な状況にあるが、今後
も引き続き、町税などの収納率の向上、使用料・手数料などの適正化に加え、新たな自主
財源の確保など、全庁的な取り組みを進めることで、持続可能な自治体として次世代へつ
なぐことができる行政を目指していく。

　【組織機構改革】
　令和４年１０月１日に実施し、グループ制から部制へ移行した。関連する業務を統合し、
効率的に業務を執行することで、一体的な住民サービスの提供を行うことを主眼に置いた
大改革であった。組織機構改革により各担当課で効率的に業務が執行できるようになった
ことで、住民ニーズに即した対応が可能となったことを大いに評価する。
　【備品管理】
　備品は所管課において管理されている。台帳へ記載は遅滞なく行われているが、現品確
認検査が定期的に実施されていない課が散見された。備品は町民財産であるということを
常日頃から意識し、各課で現品確認の実施時期を決定して、定期的に備品の現品確認検査
を実施されたい。

質疑質疑

役割役割

答弁答弁

意見意見



公有財産の活用は公有財産の活用は公有財産の活用は

病児保育の状況は病児保育の状況は病児保育の状況は

放置自転車は放置自転車は放置自転車は

防災行政無線は防災行政無線は防災行政無線は

業務全体の業務全体の業務全体の
最適化は最適化は最適化は

見守りカメラの見守りカメラの見守りカメラの
位置は位置は位置は

問 公有財産の有効活用とし
て、売却や貸付など様々な観
点から、中長期的な活用を検
討する必要があるのでは。

答 施設の複合化なども含
め、公有財産の中長期的な活
用を検討していきたい。

問 病児保育の利用人数が増
えている。登録している人が、
利用したいときに受け入れが
できている状況なのか。

答 住民の方から、予約を断
られたという声は聞いていな
い。概ね受け付けができてい
ると認識している。

問 駅周辺の放置自転車回収の
中で盗難届の出ている自転車は
あるのか、所管課の間で情報共
有されているのか。

答 危機管理課としては、自
転車盗難と放置自転車の情報
共有はしていない。土木課で
は、回収した放置自転車は加
古川警察署に盗難届の有無を
照会している。

問 放送内容が聞こえにく
い。問題解決に向けて、スピー
カーを点音源から、線音源に
取り換える検討は。

答 更新費用の高額を考慮
し、引き続き、多種多様な情
報取得啓発を続けるととも
に、電話の自動応答による提
供を行う。050-1807-6869

問 ガバメントクラウド構築
に向け課題検討を行っている
が、フロントヤード改革など
全体最適を目指すべきでは。

答 部分的にではなく、全体
が最適となるように、ＤＸ化
や電子自治体を推進していき
たい。

問 見守りカメラの設置場所
を、近くに住んでいる方への
お知らせはどうするのか。

答 自治会に回覧をしても
らっており、確認する機会は
あった。工事の際は、業者が
近隣の方にお知らせし、電柱
に見守りカメラ設置の表示を
行う。

病気のときも安心 回収された放置自転車

令和５年度の各事業の執行が、適切妥当であったのかを慎重に審査するため、同審査を令和５年度の各事業の執行が、適切妥当であったのかを慎重に審査するため、同審査を
決算特別委員会に付託し、３日間にわたり、さまざまな視点からの質疑を行いました。決算特別委員会に付託し、３日間にわたり、さまざまな視点からの質疑を行いました。
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禁煙対策の拡充は禁煙対策の拡充は禁煙対策の拡充は

庁用バスの利用は庁用バスの利用は庁用バスの利用は

たこの漁獲量のたこの漁獲量のたこの漁獲量の
現状は現状は現状は

経常収支の改善は経常収支の改善は経常収支の改善は

飲料水の備蓄は飲料水の備蓄は飲料水の備蓄は

コミセンコミセンコミセン
サテライトはサテライトはサテライトは

問 禁煙治療費助成の対象は
町内在住のみであるが、町内
在勤者にも広げる考えは。

答 職場での受動喫煙の被害
報告もあるので、事業者への
働き掛けも大切であると認識
している。

問 令和 5 年度の庁用バスの
運行日数は、７６日で空き日
が多くある。複数回の自治会
利用は検討されたのか。

答 令和５年７月から利用で
きる団体を増やしており、町
の行事を優先しているが、今
後利用状況を見ながら検討す
る。

問 令和３年度と比べて令和
５年度は９分の１まで減少し
ているが、これは何か方針が
あってのことなのか、不漁の
影響なのか。

答 海水温など環境面の影響
が大きいと聞いている。毎年
８月に、漁協と協力し、たこ
つぼを投入している。

問 経常収支比率が 93.9％と
なり、人件費や物件費など経費
が上がっている。歳入を増やし、
歳出を削減する取り組みは。

答 債権管理課ができ収納率
が向上するなど歳入を増やし
た。歳出は、各部に予算要求
限度額を設定し、一定の削減
効果があった。

問 飲料水は備蓄計画に基づ
いた備蓄が進んでいない。緊
急時に家庭備蓄を持参しての
避難は難しいが検討状況は。

答 水の備蓄には場所の問題
もあり、家庭備蓄の啓発をし
ているが、代替の備蓄方法も
考えていきたい。

問 各コミセンのサテライト
と、ふれあいルームの両方へ
通う方は。

答 家から近いサテライト
と、ふれあいルームを選んで
利用しているが、行きやすさ
や地域性により重複している
方もいる。

住民の利用が進む たこがたくさん獲れますように

決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会
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議案の審議結果議案の審議結果【令和６年７月臨時会・９月定例会】【令和６年７月臨時会・９月定例会】

全  員  賛  成 で可決・認定した議案で可決・認定した議案
　　　　議　案 議決日

町 

長 

提 

出

人　事
固定資産評価審査委員会委員の選任同意（３名）

9/3教育委員会委員の任命同意
人権擁護委員候補者の推薦

条　例
税条例の一部を改正する条例制定

9/3
国民健康保険条例の一部を改正する条例制定

令和６年度
予　算

一般会計補正予算（第３号） 7/11
一般会計補正予算（第４号）

9/3

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
財産区特別会計補正予算（第１号）
介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
水道事業会計補正予算（第１号）
下水道事業会計補正予算（第１号）

令和5年度
決　算

一般会計歳入歳出決算

9/20

国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
財産区特別会計歳入歳出決算
介護保険事業特別会計歳入歳出決算
後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算
水道事業会計利益の処分及び決算
下水道事業会計利益の処分及び決算

契　約

物品購入契約締結（塵芥収集車購入） 7/11
工事請負契約締結（播磨幼稚園園庭拡張工事） 9/3
物品購入契約締結（播磨町総合体育館バスケットゴール台購入）

9/20
工事請負契約締結（大池堤体改修工事（第１期））

その他 町道路線認定 9/3
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令和５年度　政務活動費の決算報告令和５年度　政務活動費の決算報告

会派別の使途など

会　派 議員名 交付額
（収入額）

支　　　出　　　額
返還額 主な支出内容

調査研究費 研修費 会議費 資料購入費 計

公 明 党 木村晴恵、大瀧金三 220,000 0 30,385 0 30,591 60,976 159,024 研修会参加（３月）
書籍購入

チーム新星
奥田俊則、大北良子

　神吉史久、河野照代、
　細田武男

550,000 0 76,100 0 165,491 241,591 308,409 研修会参加（８月）
書籍購入

政 風 会 岡田千賀子、藤原秀策 220,000 0 23,260 0 144,282 167,542 52,458 研修会参加（10月）
書籍購入

播磨町民の会 宮宅良、板谷良祐 220,000 0 27,745 0 182,510 210,255 9,745 研修会参加（11月）
書籍購入

無 所 属 浅原俊也 110,000 23,140 1,680 0 64,021 88,841 21,159 サミット参加（10月）

無 所 属 竹内基就 110,000 0 0 0 0 0 110,000

無 所 属 野北知見 90,000 0 0 0 0 0 90,000

＝代表者　※令和５年度中の議員（代表者を含む）を表記しています。　※無所属議員も交付対象です。
　　　　　　※令和５年４月に町議会議員選挙が実施されたため、令和５年５月からの１１箇月となっています。
　　　　　　※野北知見議員は、令和６年１月３１日付けで辞職しているため、交付額が90,000円となっています。

　政務活動費は、同じような考えを持つ議員が構成する会派に対し、半期ごとに所属議員1人当たり月額1万円が交付され、その使
途は行財政に関する調査研究費、講演会参加などの研修費、会議費、そして図書購入などの資料購入費に限られています。収支報告
書への領収書の添付も義務付けられています。令和５年度は１５２万円交付し、７５万７９５円の返還がありました。

（単位：円）



質問者 質　　問　　事　　項

1 公明党
木村　晴恵

（１）子宮頸がん、ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）ワクチンの男性助成を
（２）災害時の福祉避難関連とストーマ装具保管を

2 政風会
岡田　千賀子

（１）良好な水辺の環境づくりを
（２）学びの場の充実を
（３）共生社会を目指して

3 チーム新星
大北　良子

（１）今後の不登校支援は
（２）フードロス対策を
（３）地域公共交通の利便性は

4 播磨町民の会
宮宅　良

（１）持続可能な行政経営を
（２）マイナンバー制度は
（３）自治体フロントヤード改革を

5 無所属
竹内　基就

（１）人権尊重条例と表現の自由は
（２）夏休み明けの不登校は
（３）播磨町のサイバーセキュリティ対策は

９月10日に５人の議員が一般質問を行い、町政全般にわたり町当局の考えを
ただしました。
一般質問とは、議員が町政全般にわたり、その執行状況または将来の方針に対する質疑、
政策的提言などを執行機関に行うものです。

男
性
接
種
も

公明党

木
き
村
むら
晴
はる
恵
え
議員

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
接
種
助
成
を

　
　
　
接
種
助
成
を

答
弁

令
和
７
年
度
か
ら
の

　
　
　
　

 

実
施
を
検
討

問
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
と
し
て
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）

ワ
ク
チ
ン
は
女
子
の
み
に
定
期
接
種
と

な
っ
て
い
る
。

　

男
性
に
も
接
種
す
る
こ
と
で
Ｈ
Ｐ
Ｖ

関
連
の
病
気
か
ら
男
性
本
人
を
守
る
と

と
も
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
の
感
染
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
男
性
は
全
額
自
己

負
担
で
あ
り
、
４
～
５
万
円
か
か
る
と

さ
れ
、
希
望
者
は
自
費
で
の
接
種
と
な

っ
て
い
る
。
自
分
や
パ
ー
ト
ナ
ー
を
守

る
た
め
に
、
ワ
ク
チ
ン
を
打
ち
た
い
と

思
っ
て
も
、
費
用
が
高
額
で
断
念
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
い
う
事
で
、
早
期
の
定

期
接
種
が
切
望
さ
れ
て
い
る
。

　

接
種
済
の
人
が
多
い
ほ
ど
、
感
染
率

は
下
が
っ
て
く
る
。
国
に
先
ん
じ
て
実

施
す
る
こ
と
で
、
町
民
の
健
康
を
守
り
、

将
来
の
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
に
も
つ

な
が
る
。
男
女
が
共
に
う
つ
し
合
わ
な

い
よ
う
に
男
性
へ
の
接
種
助
成
を
す
る

べ
き
で
あ
る
が
見
解
は
。

答
　
男
性
も
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

す
る
こ
と
で
、
男
性
の
中
咽
頭
が
ん
、

肛
門
が
ん
な
ど
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
関
連
の
疾
患

を
予
防
し
、
加
え
て
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
か
ら

女
性
を
守
り
、
女
性
の
子
宮
頸
が
ん
の

予
防
に
も
つ
な
が
る
。
住
民
の
健
康
を

守
る
た
め
に
、
国
に
先
行
し
て
先
進
的

に
実
施
し
た
い
。

　

本
町
で
は
令
和
７
年
度
か
ら
実
施
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・�

災
害
時
に
備
え
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の

　

ス
ト
ー
マ
装
具
保
管
を

がん対策を公費で接種できるように

録画配信
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問
　
来
庁
さ
れ
た
高
齢
の
方
か
ら
、
窓

口
の
ア
ク
リ
ル
板
設
置
な
ど
で
、
応
対

時
の
職
員
の
声
が
聞
き
取
り
に
く
い
時

が
あ
る
と
聴
い
て
い
る
。
聞
こ
え
づ
ら

い
方
へ
の
対
応
は
。

答
　
窓
口
に
「
耳
マ
ー
ク
」
を
提
示
し
、

申
し
出
に
よ
り
「
筆
談
ボ
ー
ド
」
な
ど

を
活
用
し
て
対
応
し
て
い
る
。

問
　
集
音
器
で
相
手
の
声
を
拾
い
、
球

形
の
イ
ヤ
ホ
ン
を
耳
の
後
ろ
に
添
え
る

だ
け
で
音
質
が
ク
リ
ア
に
聞
こ
え
や
す

く
な
る
「
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
」
を
窓

口
で
活
用
す
る
考
え
は
。

答
　
共
生
社
会
を
目
指
す
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
一
環
と
し
て
、
窓
口
に
「
老
眼
鏡
」

を
置
い
て
い
る
よ
う
に
、
加
齢
な
ど
に

よ
り
聞
こ
え
づ
ら
い
人
や
日
常
生
活
で

「
聞
こ
え
」
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
な

ど
が
、
安
心
し
て
説
明
を
受
け
た
り
、

相
談
し
た
り
で
き
る
窓
口
の
環
境
整
備

を
行
う
た
め
、
導
入
し
ま
す
。

水
辺
環
境
の
保
全
を

水
辺
環
境
の
保
全
を

問
　
町
内
に
は
１２
の
た
め
池
が
点
在
し

て
い
る
。
水
生
植
物
な
ど
へ
の
保
護
活

動
の
成
果
は
。

答
　
平
成
２７
年
度
か
ら
増
え
す
ぎ
て
い

る
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
の
駆
除
を
継
続
し
、

希
少
な
水
生
植
物
で
あ
る
オ
ニ
バ
ス
な

ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問
　
た
め
池
の
日
常
の
水
位
管
理
や
豪

雨
時
の
迅
速
な
対
応
に
向
け
、「
水
位

計
」
を
設
置
す
る
考
え
は
。

答
　
防
災
重
点
た
め
池
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
「
た
め
池
監
視
シ
ス
テ
ム
」
の

設
置
を
検
討
し
ま
す
。

問
　
地
域
の
居
場
所
と
し
て
「
子
ど
も

食
堂
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
団
体
が

数
件
あ
る
。
物
価
高
騰
す
る
中
で
食
品

ロ
ス
の
削
減
と
、
食
糧
支
援
の
両
面
か

ら
の
フ
ー
ド
ロ
ス
対
策
は
、
行
政
が
主

導
で
地
域
と
一
体
と
な
り
取
り
組
む
こ

と
が
効
果
的
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
環
境
負
荷
へ
の
配
慮
の
観
点
か
ら

ご
み
分
別
の
手
引
き
に
食
品
ロ
ス
削
減

に
つ
い
て
詳
し
く
記
載
し
取
り
組
み
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。
事
業
者
が
主
催
す

る
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
つ
い
て
も
広
報

紙
へ
の
掲
載
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
公
共

施
設
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
、
S
N
S
に
よ

る
配
信
で
広
く
周
知
を
し
て
い
る
。

問
　
生
活
困
窮
者
へ
の
食
糧
支
援
な
ど

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答
　
住
民
や
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
か
ら

提
供
さ
れ
た
食
糧
は
、
福
祉
会
館
で
配

布
し
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ー
プ
播
磨
の

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
も
活
用
し
て
い
る
。

不
登
校
支
援
策
は

不
登
校
支
援
策
は

問
　
近
隣
市
町
で
不
登
校
支
援
金
制
度

が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
本
町
で
は
。

答
　
町
内
で
の
居
場
所
対
応
を
最
優
先

と
し
て
お
り
導
入
の
予
定
は
な
い
。

公
共
交
通
は

公
共
交
通
は

問
　
誰
も
が
町
内
を
気
軽
に
行
き
来
で

き
る
公
共
交
通
の
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
は
長
期
で
計
画
し
て
い
る
の
か
。

答
　
地
域
公
共
交
通
計
画
で
は
、
施
策

の
一
つ
に
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
具
体
的
な

計
画
に
つ
い
て
幅
広
い
可
能
性
を
考
慮

し
検
討
を
進
め
て
い
る
。

軟骨伝導イヤホンを設置し
「聞こえ」を助けます

フードロスに取り組もう

フ
ー
ド
ロ
ス

食
品
ロ
ス
削
減
と

食
品
ロ
ス
削
減
と

　
　
　
食
糧
支
援
は

　
　
　
食
糧
支
援
は

答
弁

関
係
機
関
と

　
　
　

  

協
力
し
て
い
る

大
おお
北
きた
良
よし
子
こ
議員

チーム新星

聞
こ
え
づ
ら
い
方
へ
の

聞
こ
え
づ
ら
い
方
へ
の

　
　
　
　
　
対
策
を

　
　
　
　
　
対
策
を

答
弁

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を

　
　
　
　
　
　
設
置
す
る

窓
口
対
応

岡
おか
田
だ
千
ち
賀
か
子
こ
議員

政風会
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対
応
策
は 無所属

竹
たけ
内
うち
基
もと
就
なり
議員

サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の

サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の

　
　
　
　
　
対
策
は

　
　
　
　
　
対
策
は

答
弁

様
々
な
対
策
で

　
　
　
　
備
え
て
い
る

問
　
令
和
６
年
６
月
、
角
川
グ
ル
ー
プ

に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
あ
り
大
き
な
被
害

が
出
た
。
近
年
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
巧

妙
化
・
多
様
化
し
て
い
る
。
自
治
体
が

攻
撃
対
象
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
一
度

攻
撃
を
受
け
る
と
住
民
生
活
へ
の
悪
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
が
本
町
の
対
策
は
。

答
　
通
信
状
況
は
常
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
系
と
総
合

行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
系
を
三
層
分
離
し
物
理
的
に
隔
離

し
て
い
る
ほ
か
、
県
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
や
ウ
イ
ル
ス
対
策

ソ
フ
ト
添
付
フ
ァ
イ
ル
の
無
害
化
ソ
フ

ト
な
ど
、
複
数
の
対
策
を
組
み
合
わ
せ

て
実
施
し
て
い
る
。

表
現
の
自
由
は

表
現
の
自
由
は

答
弁  
広
く
意
見
を
聞
く

問
　
人
権
尊
重
条
例
の
制
定
へ
向
け
た

動
き
は
大
変
素
晴
ら
し
い
事
で
あ
る
が
、

近
年
は
創
作
物
や
広
告
な
ど
の
表
現
を

巡
り
、
そ
の
是
非
が
大
き
な
議
論
を
呼

ぶ
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
同
条
例
が
創

作
物
の
内
容
に
も
踏
み
込
み
、
表
現
や

言
論
を
委
縮
さ
せ
る
恐
れ
は
な
い
の
か
。

答
　
令
和
６
年
８
月
５
日
に
第
一
回
検

討
委
員
会
が
開
か
れ
、
現
在
は
住
民
の

意
識
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
表
現
の

自
由
の
担
保
に
つ
い
て
は
、
意
識
調
査

お
よ
び
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま

え
、
検
討
委
員
会
で
広
く
ご
意
見
な
ど

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
条
例
案
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。サイバー攻撃への備え

問
　
本
町
が
目
指
す
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

を
活
用
し
た
Ｄ
Ｘ
の
在
り
方
は
。

答
　
本
町
の
Ｄ
Ｘ
推
進
チ
ー
ム
で
Ａ
Ｉ

の
活
用
を
検
討
し
て
お
り
、
可
能
な
も

の
か
ら
順
次
導
入
を
進
め
る
。

問
　
Ａ
Ｉ
活
用
に
お
け
る
庁
内
業
務
の

効
率
化
と
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す

る
の
か
を
評
価
す
る
、
指
標
や
要
因
は

設
定
し
て
い
る
の
か
。

答
　
現
在
設
定
し
て
い
な
い
が
、
今
後

生
成
Ａ
Ｉ
を
本
格
導
入
す
る
の
に
合
わ

せ
、
業
務
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
行
政

改
革
実
施
計
画
の
取
り
組
み
項
目
と
し

て
、
指
標
の
設
定
を
検
討
す
る
。

問
　
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
含
む
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス
ク
ー
ル
を
推
進
す
べ

き
で
は
。

答
　
全
国
の
事
例
を
参
考
に
、
校
務
に

お
い
て
教
職
員
が
活
用
で
き
る
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
、
教
育
現
場
に
お
い
て
は
、

段
階
的
に
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力

の
育
成
強
化
が
望
ま
し
い
。

フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
を

フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
を

問
　
総
務
省
に
よ
る
、
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
住
民
と
行
政
と
の
接
点
（
フ

ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
）
改
革
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
対
す
る
、
本
町
の
評
価
は
。

答
　
業
務
改
善
だ
け
で
な
く
、
住
民
目

線
で
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
も
重
要
で
、「
手

続
き
は
早
く
簡
単
に
、
生
み
出
し
た
時

間
で
相
談
、協
働
は
じ
っ
く
り
と
深
く
」

す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

問
　
本
町
で
も
応
用
で
き
る
の
で
は
。

答
　
Ｄ
Ｘ
推
進
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
本

町
の
特
性
に
合
っ
た
取
り
組
み
や
施
策

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

行政改革が進む わがまち

Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る

Ａ
Ｉ
活
用
に
よ
る

　
Ｄ
Ｘ
の
在
り
方
は

　
Ｄ
Ｘ
の
在
り
方
は

答
弁

可
能
な
も
の
か
ら

　
　
　
　

順
次
導
入
す
る

人
工
知
能 播磨町民の会

宮
みや
宅
け
良
りょう
議員
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　委員会では議会閉会中も暮らしやすい町づくり
に向けて調査・研究をしています。
　なお、詳しい内容は播磨町議会ホームページの
委員会報告書をご覧ください。

委員会報告書は
こちら

総
務
建
設

総
務
建
設

■
６
月

■
６
月
1717
日
開
催

日
開
催

か
こ
バ
ス
ミ
ニ
路
線
の
導
入

　
加
古
川
駅
か
ら
東
加
古
川

駅
を
経
由
し
て
土
山
駅
南
口

ま
で
運
行
し
て
い
る
路
線
バ

ス
の
休
止
に
伴
い
、
代
替
え

交
通
と
し
て
、
か
こ
バ
ス
ミ

ニ
の
平
岡
東
南
ル
ー
ト
が
、

１０
月
１
日
か
ら
運
行
を
開
始

す
る
。

　
新
た
に
野
添
城
か
ら
大
中

遺
跡
南
ま
で
延
伸
さ
れ
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問
　
か
こ
バ
ス
ミ
ニ
の
客
席

数
が
９
名
と
い
う
こ
と
で
、

満
席
で
乗
れ
な
い
と
い
う
こ

と
は
起
き
な
い
の
か
。

答
　
今
ま
で
の
路
線
バ
ス
の

平
均
乗
車
密
度
な
ど
を
加
味

し
て
、
今
回
は
ワ
ゴ
ン
車
で

運
行
で
き
る
と
判
断
し
た
。

土
山
駅
北
ま
ち
づ
く
り
の
進

捗
の
報
告

　
令
和
５
年
度
の
成
果
と
し

て
、「
播
磨
町
土
山
駅
北
周

辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
セ

プ
ト
ブ
ッ
ク
」
が
完
成
し
た
。

　
６
月
２２
日
に
、
土
山
駅
北

地
区
お
よ
び
在
外
地
権
者
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
つ

方
を
対
象
に
「
ど
う
す
る

！？

土
山
駅
北
地
区
」
と
題
し
て

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催

す
る
。
令
和
６
年
１
月
に
は

「
播
磨
町
土
山
駅
北
周
辺
地

区
ま
ち
づ
く
り
検
討
業
務
委

託
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
」

と
し
て
委
託
業
者
を
募
集
し
、

３
月
に
は
受
託
事
業
者
を
決

定
し
た
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問
　
基
本
構
想
の
中
で
道
路

や
下
水
道
な
ど
、
策
定
さ
れ

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
い
の
か
確
認
す
る
。

答
　
基
本
構
想
の
段
階
で
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
は
、
居

住
の
エ
リ
ア
に
関
し
て
最
低

限
の
道
路
整
備
と
か
、
例
え

ば
駅
前
広
場
が
必
要
な
の
か

な
ど
方
向
性
を
決
め
て
い
き

た
い
。

■
７
月
９
日
開
催

■
７
月
９
日
開
催

専
決
処
分
事
項
の
追
加

　
専
決
処
分
事
項
の
追
加
内

容
と
し
て
「
法
令
の
改
正
又

は
廃
止
に
伴
い
、
そ
の
法
令

の
題
名
、
条
項
又
は
用
語
を

引
用
す
る
条
例
の
規
定
を
整

理
す
る
場
合
で
、
必
然
的
に

改
正
を
要
し
、
独
自
の
判
断

を
す
る
余
地
が
な
い
と
き
に

限
り
、
当
該
法
令
の
題
名
、

条
項
又
は
用
語
に
係
る
規
定

を
改
正
す
こ
と
」
を
現
行
の

専
決
処
分
事
項
に
追
加
す
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問
　
条
例
の
改
廃
を
町
長
に

任
せ
て
し
ま
う
の
は
、
議
会

の
負
担
軽
減
で
は
な
く
議
員

の
仕
事
を
取
っ
て
し
ま
う
こ

と
に
も
な
る
。
近
隣
や
県
内

の
市
町
に
お
い
て
専
決
処
分

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答
　
県
内
で
は
、
特
に
そ
の

よ
う
な
動
き
は
確
認
で
き
な

い
が
、
全
国
的
に
見
る
と
政

令
市
な
ど
で
専
決
処
分
と
し

て
追
加
し
て
い
る
自
治
体
は

あ
る
。

か
こ
バ
ス
ミ
ニ
が
運
行

かこバスミニが土山駅まで運行

厚
生
教
育

厚
生
教
育

■
８
月
９
日
開
催

■
８
月
９
日
開
催

　
６５
歳
以
上
の
方
と
６０
歳
か

ら
６４
歳
ま
で
で
重
症
化
の
リ

ス
ク
の
高
い
方
を
対
象
と
し

た
定
期
接
種
に
変
わ
る
。

　
接
種
期
間
は
、
令
和
６
年

１０
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
１

月
３１
日
ま
で
で
、
期
間
中
に

１
回
の
接
種
に
な
る
。

　
接
種
費
用
は
、
自
己
負
担

３
千
円
に
な
り
、
町
民
税
非

課
税
世
帯
、
生
活
保
護
受
給

世
帯
に
つ
い
て
は
無
料
と
な

る
。
播
磨
町
、
加
古
川
市
、

稲
美
町
、
高
砂
市
、
明
石
市

の
協
力
医
療
機
関
で
直
接
予

約
を
し
て
接
種
す
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問
　
自
己
負
担
の
接
種
費
用

や
無
料
で
受
け
ら
れ
る
な
ど

を
ど
の
よ
う
に
周
知
す
る
の

か
。

答
　
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど

を
活
用
し
て
１０
月
１
日
か
ら

接
種
で
き
る
こ
と
な
ど
を
周

知
す
る
。

　
非
課
税
世
帯
の
方
、
生
活

保
護
受
給
者
の
方
に
は
、
接

種
券
や
予
診
票
一
体
型
の
も

の
を
郵
送
し
、
お
知
ら
せ
す

る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
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〔
そ
の
他
〕

・
播
磨
町
の
ご
み
状
況

・
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
及
び

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

福
祉
会
館
へ
の
移
転

・
令
和
６
年
８
月
よ
り
、
ふ

る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
、
本
町
の
返
礼
品
を
掲

載
し
、
寄
付
の
受
付
を
開
始

■
８
月

■
８
月
1919
日
開
催

日
開
催

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

廃
止
へ

　
令
和
６
年
１２
月
２
日
以
降
、

従
来
の
被
保
険
者
証
は
新
規

発
行
が
で
き
な
く
な
り
、
マ

イ
ナ
保
険
証
（
保
険
証
利
用

登
録
が
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
）
を
基
本
と
す
る

仕
組
み
に
移
行
す
る
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て

い
な
い
方
や
新
た
に
国
民
健

康
保
険
の
資
格
を
取
得
し
た

人
な
ど
に
は
、「
資
格
確
認

書
」
を
随
時
交
付
す
る
。

　
「
資
格
確
認
書
」
の
交
付

に
よ
り
、
現
在
の
被
保
険
者

証
と
同
様
に
医
療
機
関
の
窓

口
で
提
示
す
る
こ
と
で
、
引

き
続
き
、
一
定
の
窓
口
負
担

で
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
紛
失

し
た
時
は
、
個
人
情
報
漏
洩

の
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
は
。

答
　
国
民
健
康
保
険
証
と
し

て
利
用
す
る
場
合
、
医
療
機

関
の
リ
ー
ダ
ー
の
読
み
込
み

に
は
暗
証
番
号
の
入
力
が
必

要
で
あ
り
、
簡
単
に
内
部
情

報
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

１８
歳
ま
で
児
童
手
当
を
拡
充

　
令
和
６
年
６
月
に
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一

部
を
改
定
す
る
法
律
」
が
制

定
さ
れ
た
。

①　

�

所
得
制
限
の
撤
廃

②　

�

対
象
者
を
高
校
生
年
代

ま
で
延
長

③　

�

多
子
加
算
に
つ
い
て
、

第
３
子
以
降
は
３
万
円

を
支
給

④　

�

支
払
い
月
を
年
３
回
か

ら
偶
数
月
の
年
６
回
に

な
り
、
令
和
６
年
１０
月

分
か
ら
適
用
と
な
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問
　
１５
歳
で
就
労
す
る
児
童

に
つ
い
て
の
振
込
は
。

答
　
就
労
し
て
い
て
も
児
童

手
当
の
受
給
者
自
体
が
保
護

者
に
な
る
の
で
、
保
護
者
に

振
込
ま
れ
る
。

〔
そ
の
他
〕

・
総
合
体
育
館
バ
ス
ケ
ッ
ト

ゴ
ー
ル
台
が
１９
年
使
用
さ
れ
、

破
損
や
錆
な
ど
が
生
じ
老
朽

化
が
著
し
い
た
め
、
購
入
す

る
。

・
大
池
堤
体
改
修
工
事
が
交

通
整
理
員
の
計
上
に
誤
り
が

あ
っ
た
た
め
、
入
札
中
止
と

な
っ
た
。
再
入
札
は
８
月
２７

日
の
予
定
で
あ
る
。

■
７
月
８
日
開
催

■
７
月
８
日
開
催

人
権
尊
重
条
例
制
定
に
向
け

検
討
委
員
会
設
置

　
全
て
の
町
民
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
、
人
権
教
育
、
啓

発
そ
の
他
の
施
策
を
総
合
的

か
つ
効
果
的
に
推
進
し
て
い

く
た
め
、
播
磨
町
人
権
尊
重

ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
を

設
置
す
る
。

　
委
員
会
の
委
員
数
は
１５
人

以
内
と
す
る
。
任
期
は
令
和

８
年
３
月
３１
日
ま
で
で
、
学

識
経
験
者
・
有
識
者
・
関
係

団
体
の
代
表
者
ま
た
は
構
成

員
・
公
募
町
民
・
そ
の
他
町

長
が
必
要
と
認
め
る
も
の
で

あ
る
。

　
第
１
回
検
討
委
員
会
を
７

月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
で
調

整
し
て
い
る
。

播
磨
幼
稚
園
園
庭
拡
張

　
播
磨
幼
稚
園
園
庭
拡
張
工

事
で
、
上
の
池
の
一
部
を
埋

め
立
て
園
庭
を
拡
張
し
、
併

せ
て
駐
車
場
を
整
備
し
、
池

と
の
境
、
園
庭
と
歩
道
、
車

道
の
境
に
は
フ
ェ
ン
ス
や
ガ

ー
ド
パ
イ
プ
を
設
置
す
る
。

　
工
期
は
令
和
６
年
１０
月
か

ら
令
和
７
年
９
月
末
と
し
て

い
る
。

〔
そ
の
他
〕

・
大
池
堤
体
改
修
工
事
の
概

要

■
６
月

■
６
月
1717
日
開
催

日
開
催

塵
芥
収
集
車
購
入

　
本
町
の
ご
み
収
集
業
務
は
、

３
ト
ン
か
ら
５・
５
ト
ン
ま

で
の
塵
芥
収
集
車
６
台
と
ダ

ン
プ
２
台
で
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
平
成
１８
年
に
購

入
し
た
塵
芥
収
集
車
が
、
１８

年
を
経
過
し
て
い
る
た
め
更

新
す
る
。

　
購
入
す
る
車
両
は
、
排
気

量
５
０
０
０
㏄
以
上
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
車
と
し
、

荷
箱
容
量
８・
７
㎥
程
度
で

あ
る
。
塵
芥
収
集
車
は
現
在

納
車
ま
で
１
年
半
を
要
す
る

状
況
で
あ
り
、
納
期
を
令
和

８
年
３
月
３１
日
ま
で
と
す
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問
　
今
ま
で
の
塵
芥
収
集
車

よ
り
長
く
、
積
載
量
も
多
い
、

大
き
な
塵
芥
収
集
車
を
必
要

と
す
る
考
え
は
。

答
　
荷
箱
容
量
の
大
き
い
車

を
更
新
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

大
き
な
荷
物
を
積
め
る
車
の

仕
様
と
し
た
。
大
き
な
タ
ン

ス
な
ど
を
塵
芥
収
集
車
で
巻

き
込
む
際
、
荷
箱
の
大
き
な

も
の
に
し
か
入
ら
な
い
現
状

が
あ
る
。

　
無
理
に
小
さ
な
荷
箱
に
押

し
込
む
と
、
耐
久
性
が
悪
く

な
る
の
で
、
大
き
な
荷
箱
の

車
が
必
要
と
判
断
し
た
。

気
候
変
動
適
応
法
改
正

　
国
内
で
は
近
年
、
年
間
の

平
均
気
温
が
上
昇
し
て
お
り
、

熱
中
症
に
よ
る
死
亡
者
数
の

増
加
傾
向
が
続
い
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　
積
極
的
な
熱
中
症
対
策
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

気
候
変
動
適
応
法
が
改
正
さ

れ
た
。

　
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
を

熱
中
症
警
戒
情
報
と
し
て
法

律
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、

一
段
階
上
の
熱
中
症
特
別
警

戒
情
報
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、

市
町
村
長
が
指
定
暑
熱
避
難

施
設
（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
）
と
し
て
指
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。

　
町
内
１９
の
公
共
施
設
を
指

定
し
、
熱
中
症
予
防
啓
発
と

併
せ
て
、
広
報
紙
な
ど
を
通

じ
て
広
く
周
知
を
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
よ
う
に
、
の
ぼ
り
や
ポ
ス

タ
ー
な
ど
を
掲
出
す
る
方
向

で
準
備
を
し
て
い
る
。

大池西側の遊歩道
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表紙の題字は私が書きました

ス
テ
キ
な
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た

尾花（おばな）
すすきという名で知られています。
花言葉は「生命力・活力」です。

　

私
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
播
磨

町
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
播
磨
町
は
小

さ
な
町
な
の
に
、
駅
も
近
く
坂
道
も
少

な
い
の
で
、
す
ご
く
生
活
し
や
す
い
町
で

す
。

　

私
が
小
学
校
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
学
校
の
周
り
に
は
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
が
で
き
、
い
つ
も
交
通
指
導
員
さ
ん

が
声
を
か
け
な
が
ら
見
守
っ
て
く
だ
さ

り
、
安
心
し
て
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
町
内
に

は
急
に
歩
道
が
狭
く
な
る
と
こ
ろ
や
、

片
側
に
し
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
場
所
で
は
、
歩
行
者
だ
け
で
は

な
く
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
車
椅
子
が
通
り

に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
、
困
っ
て
い
る
様

子
を
何
度
か
見
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

環
境
整
備
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
が
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
1
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
の

気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
困
っ
て
い
た
ら
声
を
か

け
合
い
助
け
合
え
る
、
そ
ん
な
播
磨
町

に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

蓮池小学校６年
浅
あさ
田
だ
美
み
空
く
さん

の作品です

こ
ん
な
播
磨
町
に

　
　
な
っ
た
ら
い
い
な

お友だちと一緒にいただきま～す

　

黄
金
色
の
街
路
樹
が
、
美

し
く
彩
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

春
の
七
草
は
、
１
月
７
日

に
七
草
粥
を
食
べ
て
、
無
病

息
災
を
祈
り
ま
す
が
、
秋
の

七
草
は
、
万
葉
の
歌
人
、
山

上
憶
良
（
や
ま
の
う
え
の
お

く
ら
）
が
詠
ん
だ
歌
が
始
ま

り
と
言
わ
れ
、七
草
は
、萩
（
は

ぎ
）
尾
花
（
お
ば
な
）
葛
（
く

ず
）
撫
子
（
な
で
し
こ
）
女

郎
花（
お
み
な
え
し
）藤
袴（
ふ

じ
ば
か
ま
）桔
梗（
き
き
ょ
う
）

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
外
か
ら
は
、
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
ガ
ー
の
大
谷
翔
平
選
手

が
、
前
人
未
到
の
50
本
塁
打

50
盗
塁
を
達
成
し
、
そ
の
後

も
記
録
を
伸
ば
し
て
い
る
と

い
う
、
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
届

き
ま
し
た
。

　

い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い

で
ほ
し
い
も
の
や
、
新
た
な

境
地
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
も
の

な
ど
様
々
で
す
が
、
移
ろ
い

ゆ
く
季
節
と
記
録
、
そ
し
て

記
憶
に
残
る
「
今
」
を
楽
し

み
た
い
で
す
ね�

（
宮
宅
）

１２月定例会のご案内

▶日　時　12 月 3 日（火）・10 日（火）・11 日（水）　いずれも午前 10 時～ 
　　　　　※ �10 日・11 日は一般質問の予定ですが、質問者数などによって変更になる場合があります。

▶場　所　第１庁舎３階　議場　　※車いすの方も昇降機により入場し、傍聴していただけます。

▶請願・陳情の締め切り　12 月定例会で取り扱う請願と陳情の締め切りは、 
　　　　　　　　　　　　11 月 25 日（月）午後５時までです。

●問い合わせ　議会事務局　☎ ０７９－４３５－２３８７ 議会ホームページ

季節の花言葉

はじける笑顔（西こども園）
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